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こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

　
　
　
　

医
療
を
届
け
続
け
る
た
め
に
。
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看
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の
窓
か
ら
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看護部長

坂井 和子

　

秋
の
声
が
聞
こ
え
る
美
し
い
季
節
が
到

来
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
長
期
化
し
、
鬱
々
と
し
た
日
々
が

続
く
中
、
秋
晴
れ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
収
束
の
日
が
く
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

看
護
部
長
に
就
任
し
今
年
で
３
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
私
だ
け
の
隠
れ
た
日
課
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
毎
朝
、
看
護
部
長
室

の
ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
全
開
に
し
、
窓
か

ら
見
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
出
勤
風
景
を
眺
め

な
が
ら「
元
気
に
出
勤
し
て
い
る
職
員
に
感

謝
、
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
」
と
心
の
中

で
思
う
こ
と
で
す
。
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
翌
朝
な
ど
は「
今
日
は
一
日
、
何
事
も
あ

り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
願
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
夕
方
窓
に
近
づ
い
て
み
る
と
、

託
児
所
に
預
け
て
い
た
我
が
子
の
小
さ
い

手
を
握
り
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
帰
宅
し

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
が
目
に
入
る
時
が

あ
り
ま
す
。
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
と
同
時

に
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
ス
タ
ッ
フ
に
支
え

ら
れ
て
い
る
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
看
護
界
で
は
、「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ

イ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
概
念
に
注
目
が
寄

せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
概
念
は
、

組
織
心
理
学
者
の
ウ
ィ
ル
マ
ー
・
Ｂ
・
シ
ャ

ウ
フ
ェ
リ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、

「
仕
事
か
ら
活
力
を
得
て
活
き
活
き
し
て
い

る（
活
力
）、
仕
事
に
熱
中
し
誇
り
や
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る（
熱
意
）、
仕
事
に
熱

心
に
取
り
組
み
目
的
や
意
義
を
見
い
だ
し

て
い
る（
没
頭
）、
の
３
つ
が
一
時
的
で
は

な
く
継
続
し
て
存
在
す
る
状
態
」
を
意
味

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
長
期
化
と
い
う
外
部
環
境
の
変
化
は
、

人
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
抱
く
機
会
や
頻

度
を
増
す
と
と
も
に
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事
に
対
す
る
意
欲
に
良
く
も
悪
く
も
大

き
く
影
響
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
看
護
部
長
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
の
意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
ワ
ー
ク
・

エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い
き「
働
き

が
い
」
の
あ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
話
や
承
認

な
ど
内
面
的
な
支
援
も
重
視
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
地
域
医
療
支
援
病
院
と
い
う

役
割
に
加
え
、
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
重
点
医
療
機
関
と
し
て

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
近
隣
の
医
療
機
関

の
先
生
方
や
地
域
住
民
の
方
達
か
ら
は
、

多
く
の
励
ま
し
の
お
言
葉
や
ご
支
援
を
頂

戴
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、”済
生
の
精

神
を
も
っ
て
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
医
療

を
実
践
す
る
“
と
い
う
病
院
理
念
の
も
と
職

員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症対策

ご来院の皆さまへ
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い当院での感染拡大を防ぐため、

ご来院するすべての方へ下記事項を実施させて頂きます。

面会制限 マスク着用 手指消毒 検　温

また、以下に該当する場合は、直接受診する前に長崎県受診・相談センターに
相談してください。

発熱や咳など比較的軽い
風邪の症状が続く場合

息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、
高熱などの強い症状のいずれかがある場合

● 長崎県受診・相談センター TEL.0120-409-745（24時間）

POINT

3
PO INT

2
PO INT

4
PO INT

1

手洗いと手指消毒剤で
細菌やウイルスの侵入
を防ぐ

マスクや手袋などで
感染経路を遮断

お口のケアで感染症
を予防

可能な限り予防接種を
受ける

新型コロナウイルス感染症対策 4つのPO I N Tを実践して感染症を予防しましょう！
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
中
！

25年間走り続けた救急車の買い替えのため、

クラウドファンディング挑戦中
救
急
車
購
入
費
用

クラウドファンディングとは？

インターネット上で、活動内容やそのため

の課題・展望を掲載し、ご寄付を募る仕組み

です。最近では、大学、病院、自治体など多

くの機関で活用が広がっています。

クラウドファンディング
（寄付）募集概要

目標金額：1,300万円
募集期間：10/1[fri]～11/29[mon]
資金使途：救急車の購入

社会福祉法人
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私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生

会
長
崎
病
院
は
、長
崎
医
療
圏（
長
崎
市
、

時
津
町
、長
与
町
、西
海
市
）の
東
部
に
位

置
す
る
救
急
・
急
性
期
病
院
で
す
。現
在

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を

受
け
入
れ
る
重
点
医
療
機
関
に
指
定
さ
れ
、

多
く
の
入
院
患
者
さ
ん
の
受
入
や
感
染
が

疑
わ
れ
る
方
々
の
診
療
や
検
査
を
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
は
災
害
時
や
転
院
搬
送
に
使
用

す
る
救
急
車
が
一
台
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
転
院
に
使
用
す
る

こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
の
救

急
車
は
、７
年

前
に
他
の
病
院

か
ら
譲
り
受
け

ま
し
た
が
、合
計

す
る
と
も
う

年
間
走
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ま
ま

運
用
を
続
け
る
こ
と
は
と
て
も

厳
し
い
状
況
で
、買
い
替
え
が
必
要

で
す
。

職
員
一
同
、地
域
に
貢
献
す
る
、地
域
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
と
い
う
思
い

を
よ
り
一
層
強
く
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に

心
の
こ
も
っ
た
医
療
を
提
供
し
て
い
く

所
存
で
す
。ど
う
ぞ
ご
支
援
の
ほ
ど
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

医療を届け続けるために
ご協力をお願いします！

済生会長崎病院　クラウドファンディング

本プロジェクトへの寄付は、税制優遇の
対象となります。詳細は右記QRコード
から特設サイトをご覧ください。
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大橋 和明
おお はし　　かず あき まる  た　　ひろ　し

丸田 浩志

産婦人科 外  科

Ohashi Maruta

新谷　灯
にい や　   あかり

岩本　悠
いわ もと       ゆう

産婦人科 内  科

Niiya Iwamoto

神﨑 貴仁
かん ざき   たか ひと

小島 涼子
こ  じま　 りょう こ

整形外科 麻酔科

Kanzaki

伊達 雅浩
だ　 て　 まさ ひろ

腎臓内科

Date

Kojima

令和3年度 新任医師紹介

小神
か

伊
だ

大
まる

丸

N E W  S A I S E I K A I

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、昨
年
は
開
催
し

な
か
っ
た
入
職
式
を
、令
和
３
年
度

は
、内
容
を
変
更
し
、感
染
対
策
を

十
分
に
行
い
、開
催
し
ま
し
た
。

希
望
に
満
ち
た
表
情
で
、済
生

会
人
と
し
て
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

入職式の様子



S A I S E I K A I
Announce

～ ～

～

外来担当医表

診療科 月 火 水 木 金

救 急 セ ン タ ー
時間内 芦澤　潔人　／　﨑村幸一郎　／　牛島隆二郎　／　長崎大学医師

時間外 2 4 時 間 3 6 5 日 受 入

総 合 内 科
午前 早野　元信 入田　昭子 長崎大学医師 濵田　久之 坂本　　藍

午後 紹介及び急患のみ受 付

呼 吸 器 内 科 午前 夫津木要二 飯田　桂子 中田　奈々 夫津木要二 飯田　桂子

循 環 器 内 科 午前 福田　侑甫
米倉　　剛 中田　智夫 中田　智夫 早野　元信

〈不整脈〉

福田　侑甫
早野　元信
〈不整脈〉

消 化 器 内 科 午前 町田　治久 内田信二郎 内田信二郎

腎 臓 内 科
午前 森　　篤史 森　　篤史

午後 森　　篤史
（新患のみ 第 2・4） 森　　篤史 森　　篤史

（新患のみ 第 1・3） 森　　篤史

内分泌糖尿病内科
午前 岩本　　悠 芦澤　潔人 和泉　元衛

有森　春香 酒匂あやか 芦澤　潔人

午後 和泉　元衛 岩本　　悠

　　フットケア 午後 岩本　　悠

小 児 科
午前 清水　日智 伊藤　暢宏 伊藤　正宣 清水　日智 伊藤　暢宏

午後 清水　日智 伊藤　暢宏 ワクチン・検診 清水　日智 伊藤　暢宏

皮 膚 科 午前 長崎大学医師

消 化 器 外 科 午前 小松　英明 田中　賢治
野川　辰彦 丸田　浩志 田中　賢治 小松　英明

外科（再診のみ） 午前 久野　　博
（再診のみ）

久野　　博
（再診のみ）

脳 神 経 外 科 午前 牛島隆二郎 牛島隆二郎 牛島隆二郎
（第1・3） 牛島隆二郎

整 形 外 科 午前 桑野　洋輔
神﨑　貴仁

衛藤　正雄
﨑村幸一郎 桑野　洋輔 﨑村幸一郎

神﨑　貴仁
衛藤　正雄
相良　　学

リハビリテーション科 午前 﨑村幸一郎 神﨑　貴仁 衛藤　正雄 桑野　洋輔 桑野　洋輔

産 婦 人 科 午前 平木　宏一
河野　通晴

平木　裕子
大橋　和明

藤下　　晃
河野　通晴

平木　宏一
新谷　　灯

藤下　　晃
大橋　和明

　  四肢のむくみ 午後 河野　通晴

　  リンパ浮腫 午後 河野　通晴
耳 鼻 咽 喉 科
頭 頸 部 外 科 午前 金子　賢一 金子　賢一 金子　賢一

泌 尿 器 科
午前 長崎大学医師 長崎大学医師 長崎大学医師

午後 長崎大学医師
（処置のみ）
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ご案内

検 査 ・ 透 析 担 当 医 表

月 火 水 木 金

検

査

胃 カ メ ラ 午前 内田信二郎 町田　治久
内田信二郎 町田　治久 町田　治久 消化器内科医

長崎大学医師

大 腸 カ メ ラ 午後 町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

甲 状 腺 エ コ ー 午後 芦澤　潔人
岩本　　悠 芦澤　潔人

心臓カテーテル 午後 中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

脳 血 管 造 影 午後 牛島隆二郎

気 管 支 鏡 午後
夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

透 析 午前 森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森 篤史
伊達 雅浩

土
森 篤史
伊達 雅浩

オ ー バ ー ナ イ ト 透 析 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史
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地域の皆様の健康と笑顔のために

中止10月16日（土）

中止11月20日（土）

～

中止12月18日（土）

お申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

お問い合わせ
済生会長崎病院 総務課 平川 TEL.826̶9236

健康講座 済生会長崎病院



１．地域に密着した急性期病院
２．救急医療を推進する病院
３．医療人の育成に力を入れる病院
４．職員の成長と活力を大切にする病院
５．最高品質を求めて変革していく病院

１．個人の尊厳が保たれ、いかなる差別もなく、 安全で良質な医療を公平に受ける権利
があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受療権）

２．わかりやすい言葉で、病状、診断、予後、治療方法などについての説明を求めること
ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知る権利）

３．納得できるまで説明を受けた後、医療従事者の提案する診療計画などを自らの意思
で決定することができます。  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（自己決定権）

４．プライバシーを保護される権利があります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プライバシー保護権）
５．他の医師に相談する権利があります。　　　　　　　　　（セカンドオピニオン権）              

１．医療従事者に対し、自身の健康に関する情報を出来るだけ正確に伝えて下さい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（情報提供義務）

２．すべての患者が適切な医療を受けられるよう、 社会的ルールや病院の規則、職員の
指示を守って下さい。　　　　 　 　 　 　 　 　 　 （診療協力義務）

３．適切な医療を維持するために、医療費を遅滞なくお支払下さい。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  （医療費支払義務）

４．医療人の育成という病院の役割のため、 臨床教育等に対し、可能な限り協力して下
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （医療人育成協力義務）

５．高度な医療を提供するため、臨床研究に対し、 可能な限り協力して下さい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （臨床研究協力義務） 
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